
（前
面
よ
り
）

●
羽
田
空
港
か
ら
の
帰
路
で
、
現
在
何
名
か
の
乗
務

員
が
、
大
師
か
ら
首
都
高
に
乗
っ
て
帰
っ
て
き
て
い
ま

す
。
高
速
帰
路
料
金
の
詐
取
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

(

執
行
部)

そ
れ
は
懲
戒
処
分
事
案
で
す
。
す
ぐ
に
事
実
を
確
認

し
て
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
乗
務
員

が
い
れ
ば
処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
４
輪
装
着
要
求
に
つ
い
て
、
国

土
交
通
省
か
ら
２
輪
装
着
と
４
輪
装
着
で
の
制
動
距

離
の
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
し
た
。
会
社
に
４
輪
装
着
を

要
求
す
る
際
に
、
こ
の
よ
う
な
内
容
も
含
め
て
要
求
し

て
欲
し
い
で
す
。

(

執
行
部)

デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
組
合
側
も
経
営
側
も
知
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
色
々
調
べ
た
上
で
要
求
を
し
て
い

ま
す
。
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
４
輪
装
着
が
法
律
で
義

務
化
さ
れ
な
い
限
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
強
制
力
が
な

く
、
事
業
者
の
判
断
と
な
っ
て
い
ま
す
。
組
合
側
と
し

て
は
、
お
客
様
や
乗
務
員
の
安
全
を
考
え
て
、
シ
ー
ズ

ン
で
の
４
輪
装
着
を
要
求
し
て
い
き
ま
す
。

●
無
線
空
転
に
つ
い
て
、
メ
ー
タ
ー
料
金
が
発
生
し
て

か
ら
の
空
転
で
、
納
金
の
際
に
職
員
に
よ
っ
て
対
応
が

違
い
ま
す
。
本
来
貰
え
る
は
ず
の
仮
想
営
収(

１
，
０
９

０
円)

が
つ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

(

執
行
部)

当
直
で
理
解
で
き
て
い
な
い
方
が
い
る
よ
う
で
す
。
東

洋
交
通
で
は
、
１
，
０
９
０
円
を
超
え
て
も
、
無
線
室
の

指
示
で
メ
ー
タ
ー
料
金
が
上
が
っ
た
場
合
は
、
全
額
補

償
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。(

自
己
申
告
が
必
要)

職
員
・
当
直
に
周
知
徹
底
す
る
よ
う
に
申
し
入
れ
ま

す
。

●
無
線
待
機
に
つ
い
て
、
５
分
待
機
し
た
後
、
実
車
ボ

タ
ン
を
押
し
、
無
線
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
す
る
と
「
１
５

分
待
っ
て
下
さ
い
」
と
い
う
指
示
が
あ
り
、
１
５
分
後
に

連
絡
を
す
る
と
更
に
「
あ
と
１
５
分
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
お
客
様
に
連
絡

を
取
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

(

執
行
部)

お
客
様
に
よ
っ
て
対
応
は
違
う
よ
う
で
す
。

無
線
室
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
お
客
様
に
連
絡
を
す
る
ま

で
、
最
低
で
も
１
５
分
待
機
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
本
交
通
の
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
で
申
し
入
れ
て
み
ま
す
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
今
回
は
２
５

０
０
円
の
自
己
負
担
で
し
た
が
、
日
交
は
１
０
０
０
円
と

聞
い
て
い
ま
す
。
東
洋
交
通
も
同
じ
よ
う
に
１
０
０
０
円

に
し
て
頂
き
た
い
で
す
。

(

執
行
部)

東
洋
交
通
の
健
康
保
険
は
、
政
府
管
掌
で
す
の
で
制

度
が
違
い
ま
す
。
日
本
交
通
と
は
健
保
が
違
う
の
で
、

同
一
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
東
洋
交
通
の
最
高
雇
用
年
齢
は
７
０
歳
ま
で
で
す

が
、
日
本
交
通
の
定
年
は
７
２
～
７
３
歳
と
な
っ
て
い
ま

す
。
東
洋
交
通
も
年
齢
の
引
き
上
げ
を
考
え
て
は
頂
け

な
い
で
し
ょ
う
か
？

(

執
行
部)

東
洋
交
通
で
は
、
健
康
面
を
考
え
、
安
全
の
為
に
７
０

歳
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
年
齢
の
引
き
上
げ
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

春
闘
要
求(

案)

に
つ
い
て
の
審
議
は
、
中
央
委
員
全
員

の
拍
手
に
よ
り
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
春
闘
要
求
書
提
出

２
０
１
５
年
２
月
１
３
日
（
金
）
９
時
３
０
分
～
、
本

社
１
０
１
号
室
に
て
「
２
０
１
５
年
春
闘
要
求
書
」
を

経
営
側
に
提
出
致
し
ま
し
た
。

組
合
側
か
ら
は
菊
池
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
、
執

行
部
７
名
、
経
営
側
か
ら
は
山
岡
取
締
役
、
仲
取
締

役
、
伊
藤
部
長
、
深
沢
次
長
の
４
名
が
出
席
し
ま
し

た
。菊

池
執
行
委
員
長
よ
り
「一
昨
年
の
賃
金
改
定
で
、

『
頑
張
る
者
が
報
わ
れ
る
賃
金
』
に
な
っ
て
か
ら
、
全

体
的
に
売
上
が
底
上
げ
さ
れ
、
台
あ
た
り
の
営
収
は

日
本
交
通
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

会
社
の
収
益
も
か
な
り
良
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
頑
張
っ
て
い
る
乗
務
員
に
対
し
、
正
当
な
配
分
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
」
と
経
営
側
に
申
し
入
れ
、
「２
０
１
５
年

春
闘
要
求
書
」
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
部
長
か
ら
は
、
「
賃
金
改
定
後
、
賞
与
の
対
象
者
が

増
え
た
と
い
う
こ
と
と
、
保
険
代
が
下
が
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
収
益
が
上
が
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
高
級
車
両
の

修
理
部
品
代
が
嵩
ん
だ
こ
と
と
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の

購
入
費
が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
５
月
末
ま
で
に
Ｉ
Ｐ
無
線

を
全
車
装
着
す
る
予
定
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
以
上
の
配

分
は
現
状
難
し
い
で
す
。
」
と
い
う
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。今

回
は
要
求
書
の
提
出
の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
内

容
を
検
討
し
て
頂
き
、
次
回
３
月
３
日
（
火
）
１
１
時

～
、
２
回
目
の
交
渉
を
行
い
ま
す
。

今
後
、
全
て
の
要
求
を
勝
ち
取
る
為
に
、
全
力
で
団

体
交
渉
を
行
っ
て
参
り
ま
す
！


